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Crown English Communication I, pp. 142–43. 

 

Lesson 10 

Good Ol’ Charlie Brown 

 

The first PEANUTS (1)cartoon appeared over 60 years ago. The 

cartoonist, Charles M. Schulz, died in 2000, but old cartoons 

(2)continue to be published. Every day new readers discover the 

PEANUTS characters. 

 

－1 

Charlie Brown. Lucy. Linus. Snoopy. They   

have appeared in magazines and newspapers for  

over half a century.  They have hundreds of millions 

of fans around the world.  People who don’t know  

the names of their next-door-neighbor’s children 

know the little “loser” who never stops believing  

that he can win; the little girl who always gives 

people (3)advice; the small boy who always has his 

security blanket with him; and, the (4)best-known of 

all, the beagle who thinks that he is a fighter pilot  

or a great writer.  They are the main characters in 

the Peanuts cartoons. 

Why are these cartoons so popular? Why has 

Peanuts captured the hearts of people all over the 

world? 

Let’s look at a few Peanuts cartoons and see if  

we can find answers to these questions. 
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Lesson 10—Lead 

(1) cartoon  1, p. 311. 

 

・ 意味と共にというロゴから加算名詞で

あることをチェックさせ，教科書の次行に

複数形で出ていることも確認させる。辞書

用例は character (登場人物)という名詞の

前で形容詞的に使われているが，この名詞

は教科書本文にも登場するので注意を促

す。 

・ この語のように，中学必修 (A ランク)，高

校必修 (B ランク) 以下の下位ランク語 

(C/D/E ランク) であっても，日常生活で頻

出する語や，日本の事物のことを発信する

際に必要とされる語については，生活ロゴ

を付して用例・解説を増強してある。実際

に，会話長文やオーラルなど，大学入試に

も頻出する語であるし，英語での発信の際

にも役立つ語なので，生活ロゴの付いた語

は意識的にマスターしておくように指導

しておくのもよい。

・ 教科書本文の次行にある cartoonist も，辞

書では cartoonの近くで見出し語になって

いるので確認させる。

・ 日本の「マンガ」が英語として使われるよ

うになっているので，manga (p. 1221)を探

させるのもよい。 

 

 

(2) continue  1, p. 436. 

 

・ 教科書本文で to 不定詞が続いていること

に注目させ，continue to do/doingとい

う文型表示のある他動詞の語義 1 に導く。

スラッシュ( / )で区切られて併記されてい

るということは，どちらの形も使われると

いう意味であることを確認させる。辞書の

第 2用例には両方の形を使った言い換え例

が出ているのでチェックさせる。

・ ここの第 2 用例のように，大学入試の論説

文や，ニュース記事・ビジネス文書など，

論理的英文に特徴的に表れる表現には，用

例に論説ロゴを付してある。上記例なども

実際にセンター試験や私大入試などの長

文読解問題に非常によく出てくる表現な

ので，生徒には「論説ロゴの付いた用例は

きちんとマスターしておくこと」と指導し

ておくのもよい。


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Lesson 10—Section 1 

(3) advice  1, p. 35. 

 
・ 見出し語・発音記号に続くの注記で「強

勢は第 2 音節」と記されているのでチェッ

クさせる。カタカナ語としても使われる語

の発音・強勢は，もともとの英語とはズレ

がある場合が多いので，必ず確認する習慣

をつけさせたい。 

・ のロゴがあることから不可算名詞であ

ることを意識させ，教科書本文に不定冠詞

がついていないことを確認させる。さらに

辞書の第 1，第 2 用例共に加算用法を取ら

ないことが(×)を付して記されているので

チェックさせる。 

・ 教科書本文や太字で記された辞書の第 1用

例が，共に動詞 give とのコロケーションで

あり，重要表現として覚えさせたい。その

ほかの太字用例も要チェック。さらに，典

型的なコロケーションがコラムに挙げ

てあるので参照させる。 

・ 辞書のページをめくると動詞の advise が

出ているので，意味・発音の違いなどに触

れておくとよい。 

 

 

(4) best-known , p. 193. 

 

・ best は well の最上級であり，best-known 

(最も知られている)という表現の元になっ

ているのは well-known であることを理解

させてから well-known を辞書で引かせる

(p. 2232)。well-known の項では，変化形

として best- known が出ており，第 3 用例

にも使われているのでチェックさせる。

well-known の意味や用法に触れておくの

も有効。 
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Crown English Communication I, p. 144. 

 
－2 

It is Father’s Day and Violet is talking about  

her father.  She tells Charlie Brown that her father 

is richer than Charlie Brown’s dad, and that he is 

better at sports.  Charlie Brown has (1)little to say.  

He just asks Violet to come with him to his father’s 

barbershop.  He tells her that no matter how busy 

his father is, he always has time to give him a big 

(2)smile because he likes him.  Violet has nothing 

more to say.  She simply walks away.  Her father’s 

money and athletic ability cannot (3)compete with a 

father’s simple love for his son. 
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Lesson 10—Section 2 

(1) little  1, p. 1176.

 

・ 代名詞の語義 1にあるaを伴わないでと

いう用法指示を，語義 2にあるa little

と比較させ，教科書本文は語義 1に該当す

ることを確認させる。 

・ 「ほとんどない」という訳語だけでなく，

(  )の補足に示された否定的な意味合いに

注目させる。語義 2a の肯定的意味合いと

比較させるとよい。 

・ 辞書の第 4，第 5 用例は，little に to 不定

詞が続いた教科書本文と同じ形なので参

照させる。これらは little を修飾する to 不

定詞の形容詞的用法で，「…する(ための)も

のがほとんどない」という意味になること

を理解させる。よって，教科書本文は「言

うことがほとんどない＝ほとんど何も言

わない」となることをチェックさせる。 

・ 教科書同ページ 8–9 行目には has nothing 

more to say とよく似た形があるので，後

で比較させるとよい。nothing more to say

は，辞書では nothing の項目，代名詞の語

義 1で第 1用例として挙げてある(p. 1366)。

ここでは nothing else to say との言い換え

例を示してあるので，調べさせて表現の幅

を広げるのもよい。 

 

 

 

 

(2) smile  1, p. 1864.

 

・ 基本的な語彙として，発信活動に使えるコ

ロケーションを覚えさせたい。辞書の第 1

用例では，教科書本文と同じ a big smile 

(満面の笑み)が have, put といった動詞と

一緒に使われているので注意させる。(≒) 

に続けて言い換え例も示されているので

チェックさせるとよい。第 3 用例は教科書

本文と同じ動詞 give を使っているが，big

以外の形容詞とのコロケーションが角か

っこ[  ]を用いた言い換えで出ているので，

確かめさせる。 

 

(3) compete  3, p. 408. 

 

・ まず通例否定文でという用法指示に注

意させ，教科書本文が cannot であること

を確かめさせ，語義 3を参照させる。 

・ 二重山形かっこに囲ってよく使う前

置詞との連語が示されているので，with を

伴うことにも注意させる。辞書の第 1 用例

と教科書本文とを比較させて，「ひとりの

父親の息子に対する純真な愛情に勝るこ

とはできない」という意味になることを確

認させる。 
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Crown English Communication I, p. 145.

 

Many Peanuts episodes (1)focus on such heart- 

warming aspects of family life.  Charles M. Schulz, 

the cartoonist who created Peanuts, put people and 

incidents from his childhood into his cartoons. And 

this may be part of the reason why the Peanuts 

cartoons are so (2)popular among people all over the 

world. 
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(1) focus , p. 772. 

 
・ 二重山形かっこに囲って示した，よく

一緒に用いる前置詞がon, uponになって

いることに注意させ，太字の on の方がよ

く使われることに注意を促す。 

・ 辞書の第 2用例と教科書本文を比較し，「家

庭生活の心温まる側面に焦点を当ててい

る」という意味になることを確認させる。 

・ ここの第 1，第 2 用例のように，大学入試

の論説文や，ニュース記事・ビジネス文書

など，論理的英文に特徴的に表れる表現に

は，用例に論説ロゴを付してある。上記例

なども実際にセンター試験や私大入試な

どの長文読解問題に非常によく出てくる

表現なので，生徒には「論説ロゴの付いた

用例はきちんとマスターしておくこと」と

指導しておくのもよい。

 

  

(2) popular  1, p. 1535.

 

・ 会話や作文で間違いやすい，前置詞の選択

について調べさせたい。popular と共に使

う前置詞が，二重山形かっこに囲って

with, among/ asと記されていることに注

目させる。最初の with, among は「…に，

…の間に人気のある」という表現で，スラ

ッシュで区切られた as は「…として人

気のある」というときに用いられることに

注意させる。 

・ 教科書本文や辞書の第 2用例で前置詞との

コロケーションを確かめさせるほか，太字

で示された第 1用例や第 3用例もチェック

させるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 146. 

 
－3 

In this cartoon, Linus is excited because the 

home team has won a football game. Charlie Brown 

listens quietly and then asks Linus one simple 

question: “How did the other team feel?” 

Because  Charlie  Brown  has  experienced  

(1)failure himself, he understands the feelings of other 

people who fail.  He makes us think of other people. 

In many ways, Charlie Brown himself is a   

loser.  He is not a very good student, and he is not 

(2)good at sports. The pretty little girl in his class pays 

no (3)attention to him. In a world where wealth  
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Lesson 10—Section 3 

(1) failure  1, p. 712.

 

・ 見出し語横の語源欄には→failとあり，

failure は fail の派生語であることに注意

させる。fail (失敗する)は教科書本文では次

の行に出てくるが，辞書で failure を引く

と fail が前のページに出ているので，すぐ

に参照させることができる。 

 

・ 教科書本文には冠詞がないことから，の

ロゴが付いた不加算用法の「失敗」という

意味で使われていることを確認させる。同

時に，教科書次ページの failure は不定冠

詞が付いている(1–2 行目)ので，具体的な

失敗例，つまり「敗北者，失敗作」などを

意味するのロゴが付いた加算用法であ

ることを理解させる。 

・ 不加算用法の例としては反意語となる

success も一緒に使われている辞書の第 1

用例を，加算用法としては「母親失格＝失

格者」の意味になる第 6 用例を参照させる

とよい。 

 

(2) good  3, p. 867.

 

・ コミュニケーション活動に有効な表現と

して，知識の定着を図りたい。be good at 

(doing) Aという文型表示から，at が後続

する際の good の意味を復習させる。at と

名詞(A)の間には動名詞が入ることもある

ことが，「省略可能」を意味する(  )に囲っ

て示されている。この点を指摘した上で，

辞書の第 3，第 4 用例で用法を確認させる。 

・ 訳語の最後にある(poor, bad)が反意語・ 

対語を示していることを確かめさせる。

poor の語義 4a (p. 1534), bad の形容詞の

語義 5 (p. 147)を引かせて，good と同じく

at が後続する形を取ることを理解させた

い。 
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(3) attention  1a, p. 130. 

 

・ attention がどのような語と一緒に使われ

るのか，そのコロケーションに注意を促す。

「…に対する注意」という場合に使う前

置詞は，二重山形かっこに囲ってtoと記

されていることをまずチェックさせる。教

科書本文では動詞に pay が使われている

ことに触れてから，辞書の第 1，第 2 用例

で用法を調べさせるとよい。特に第 2 用例

では，教科書本文と同じ no を使った言い

換え表現が角かっこ[  ]で示されているの

で確認させる。  

・ 第 3 用例以降にも attention の典型的コロ

ケーションが出ているので，太字用例を中

心に覚えさせるとよい。  
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Crown English Communication I, p. 147. 

 

and power are so important, Charlie Brown is a  

failure. 

But Charlie Brown never really loses.  He  

never feels (1)sorry for himself. He always (2)hopes for a 

better day tomorrow and keeps on trying.  Perhaps 

that’s what makes a real winner. 

  



指導用資料      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（クラウン Lesson 10） 

 - 12 - v.3.01, as of 7 February 2017 

(1) sorry  1, p. 1888. 

 
・ for が後続するケースは，形容詞の語義 1

と語義2の両方に出ているので比較させた
い。語義 1にはbe ～ for [about] Aとい

う略式文型表示があり，語義 2には二重山
形かっこでforと記されていることをま

ずチェックさせる。教科書本文では sorry 

for himselfと forの後に人がきていること

に注目し，「A〈人・事〉について気の毒で」

と人が後続することを記した語義1になる
ことを確認させる。 

・ feelを使った第 3用例が教科書本文と似て

いるので参照させる。  

 

(2) hope , p. 977.

 
・ hope は他動詞用法では that 節や to 不定

詞を取るが，名詞が後続する場合には for

を伴う自動詞用法になることに注意させ

る。hope (for A)という文型表示を確か

めさせ，教科書本文が「明日がより良い日

になることを願う」という意味になること

を確認する。他動詞では that 節や to 不定

詞を伴う文型を取ることを，他動詞 1の文
型表示hope (that)節や，他動詞 2 の

hope to doで確認させるとよい。




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Crown English Communication I, p. 148. 
 

－4 

The Peanuts cartoons are not funny in the 

ordinary way.  We are more likely to smile than to 

burst out (1)laughing.  But somehow they make us 

feel good. We want to see Charlie Brown and Linus 

and Snoopy and (2)all the other Peanuts characters 

again tomorrow in our newspaper.  If they are not 

there, we will (3)miss them as we might miss a friend 

who has gone away.  It is not because our friend 

always makes us laugh, but because he always  

makes us feel good about ourselves. 
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Lesson 10—Section 4 

(1) laugh  1a, p. 1132.

 
・ 「笑う」を表す類語をまとめて調べさせた

い。自動詞の語義 1a には，どのような笑
い方かを示す補足説明が(  )で示されてい

るので，声を立てて笑う際に laugh を使う

ことにまず注意を向けさせる。さらに，同

ページにあるコラムに目を通すこと

で，教科書本文で前行に出てくる smile と

の違いをとらえさせることができる。 

・ 辞書の第 4用例は教科書本文と同じ表現で

あり，よく使われるコロケーションが太字

になっているので確認させる。burst out 

laughing と smile とを対比させ，「大笑い

するというより微笑むことが多い」という

意味を理解させる。 

 

(2) all  1a, p. 55.

 

・ なじみのある語だけに，きちんと all の用

法を復習させる。「すべての…」と表現する

場合，all ... と all the ... を使い分けられ

るように指導したい。形容詞の語義 1a の
文型表示all the Aを参照させ，語義が

「(特定の集合の中の)すべての A」となっ

ていることから，不特定のグループではな

く，「特定できるグループの全員・全部」を

指すことを確認させる。語義 1b の文型表

示all Aや語義「(不特定な一般的事柄を

さして)すべての A」を語義 1aと比較させ
たり，第 1 用例同士を比べさせるのが効果

的。教科書本文では『ピーナッツ』の登場

人物の名前に続けて all the other Pea-

nuts characters となっていることから，

「漫画『ピーナッツ』に出てくる他の登場

人物すべて」という特定のグループを指し

ている用法だと理解させる。 
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・ A にくる名詞の形がの(1)で解説されて

いるのでチェックさせて，教科書本文では

加算名詞の複数形であることを確かめさ

せる。辞書の第 1，4，5 用例が加算名詞，

第 2，3 用例が不加算名詞の例になってい

るので比較させるとよい。

・ さらに，にはより詳しい all ... と all 

the ... についての情報があり，適宜参照さ

せるとよい。 



 

(3) miss  4, p. 1280.

 

・ 教科書本文では miss が同じ文の中で 2 回

出てくること，どちらも人を目的語にした

他動詞であることを確認させる。 

・ 目的語にどのような名詞を取るか(選択制

限)が山形かっこ〈  〉で記されていること

に注意させる。教科書本文の 2 つ目のmiss

が a friend who has gone away (遠くに行

ってしまった友だち)という名詞句を目的

語にしていることから，人を目的語に取る

と記した語義の中でも「〈人・物〉がいない

[ない]ので寂しく思う」という語義 4 がこ

の部分の意味としてふさわしいことを確

かめさせる。 

・ 用例に続くコミュニケーションでは会話の頻

出表現が出ているので確認させる。 

・ 語義 1 から 6 はいずれもよく使われるの

で目を通させるとよい。選択制限によって

意味が変わることに注意させたい。 
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Crown English Communication I, p. 149. 

 

Charles M. Schulz seems to suggest that real 

success in life is not a matter of money, fame, and 

power.  Rather, it is defined by hope, courage, 

respect for others and, above (1)all, by a sense of 

humor.  He once said, “If I were given the 

opportunity to present a gift to young people, it would 

be the ability for each individual to (2)learn         

to laugh at himself.”
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(1) all  above all, p. 57.

 

・ all を引いて辞書を開いたままにしてある

と，すぐにこの成句を調べることができる。

成句は品詞ごとにまとめて挙げてあるの

で，代名詞の成句で above allを探させる。 

・ 情報追加という，語の意味機能に関する

情報や， (  )の補足説明に注意させ，教科

書本文が「(他のものによっても決められる

が)なによりユーモアのセンスによって決

まってくる」のように，情報の追加になっ

ていることを確認させる。教科書本文と同

じ and above all が辞書の第 2 用例で使わ

れているのでチェックさせる。

(2) learn  4a, pp. 1140–41.

 

・ learn to doの文型表示を手掛かりに他

動詞の語義 4a に導き，ここでは「…でき

るようになる」という意味になることを確

認させる。生徒には，learn といえばいつ

でも「学ぶ，習う」になるわけではないと

いうことを意識させたい。この用法は教科

書次ページ 13 行目にも登場するので，後

で復習させることもできる。 

・ 「学ぶ，習う」ではない learn として，教

科書次ページに他動詞語義 2の「…という
ことを知る」を意味する learn が使われて

いるので注意させる(3 行目と 11 行目の 2

か所)。that 節が続くことから，learn 

(that)節/wh 節の文型表示のある語義 2
を参照させるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 150. 
 

－5 

For nearly 50 years, Charles M. Schulz drew 

Peanuts, day after day, one episode at a time.  

However, late in 1999, Schulz learned that he     

had cancer and could no longer continue.  To say 

goodbye to his readers, he drew a farewell cartoon 

and it was to appear some six weeks later.  If he  

had lived one day longer, he would have seen it in 

(1)print. Sadly, he died the day before the cartoon 

came out. 

On February 13, 2000, Peanuts lovers all over  

the world (2)woke to learn that both the Peanuts 

characters and their author were no more.  We had 

learned to (3)think of them as our friends, but they 

were now gone.  Charles M. Schulz and Peanuts 

have helped us face this difficult world with their 

special type of humor and gentle encouragement    

to carry on. 

Though there will be no new Peanuts cartoons, 

the old ones will be read for years to come.  They
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Lesson 10—Section 5 

(1) print  in print, p. 1568.

 

・ 「印刷になって」という意味なのでチェッ

クさせる。教科書本文では「新聞に掲載さ

れる」という意味になることを確認させる。

・ さらに，すぐ下の成句である out of print 

(絶版になって)も比較して触れておくとよ

い。 

 

(2) wake  1, pp. 2204–05.

 

・ 意味を漠然と把握することは，wake up を

覚えている生徒が多いので問題ないと思

われるが，教科書本文の「wake＋to 不定

詞」の形を意識させたい。自動詞の語義 1
にある略式文型表示の～ (up) to doを探

させて，「目覚めて…する」という意味でこ

の形を使うことをチェックさせる。to 不定

詞を使った辞書の第 4 用例を参考にして，

教科書本文が woke to learn that ... で「目

覚めて…であることを知った」という意味

になることを理解させる。 

 

(3) think  think of A as C, p. 2054.

 

・ Cがどのような要素になるかがに示され

ているので注目させ，教科書本文では名詞

(our friends)になっていることを確認させ

る。辞書の第 2 用例が同じく名詞になって

いるので参照させるとよい。

・ 成句義の中に(regard)とあるのは，「双解

(英語による言い換え)」を表していること

を説明し，この think of A as C は regard 

A as C「A を C とみなす，考える」と同様

の意味になることを理解させる。regard は

of を伴わないが，think は of が必要である

ことに注意させる。 
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Crown English Communication I, p. 151. 

 

will keep (1)reminding us that true success lies in 

sensitivity to others, in small acts of kindness, and  

in the courage to hope even in the face of great 

difficulty. 
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(1) remind  1b, p. 1661.

 

・ 「思い出させる」「気付かせる」の remind

のうち，教科書本文では that 節を伴う形

で出ているので語義 1bを参照させる。「思
い出す」「覚えている」の remember とは

違う事に注意させるとよい。remind を引

くと見開きページに remember があるの

で，その場で違いが調べられて効果的。 

 

 

・ remind A to do/that節/wh句の文型表

示をしっかり把握させる。remind A の部

分までで，remind の後ろに A (目的語)が

くることをまず押さえさせて，さらに A は

〈人〉であることを確かめさせる。それに

続く形が to 不定詞，that 節，wh 句のいず

れかになることがスラッシュで区切って

示されているのに注意させる。that 節が使

われている辞書の第 2用例を参照させた上

で，教科書本文が「…であることを私たち

に気づかせる」という意味になることを理

解させる。remember とは取る文型が異な

ることにも注意を向けられるとよい。 

・ 1b以外の 1a, 2, 3を見ると，どの意味で

も remind＋目的語＋of 句の形が取れるこ

とがわかる。remind は of 句と共に使われ

ることが多いので，チェックさせるとよい。  

  

 

 

 

 

 

 


